
SAP SOAバリュープログラム

変化の早いビジネス環境へのシステム対応、TCOの削減などの目的を達成するための中長期のIT基盤を考えるとき、SOA
（サービス オリエンティッド アーキテクチャー）への取り組みは不可欠となってきています。SAP SOAバリュープログラムは
SOAに向けた取り組みのハイレベルプランニングから実装を具体的に実感できるプロトタイピングまでをトータルで提供する
サービスです。

当サービスの概要

SAP SOA Value Program

SOAバリューディスカバリー

■ 中長期の ITのあるべき姿を描くために、現在の IT成熟度
の分析、業務領域毎の改善機会の特定と取り組みの優先
順位付けを行うハイレベルなSOA計画のためのサービス

■ 無償  
■ サービス期間：2週間～ 4週間

サービス内容例

受注業務、生産計画業務、財務会計、管理会計
といった大きな業務領域毎に情報システム /
業務領域の標準化レベルを考察しSOA対象領
域を検討します

SOAプルーフ オブ コンセプト（オプション）

■ SAP Discovery Systemを活用して、実際のSAP環境でどのようにSOAを実現していくのか
ということを体感し、具体的に計画したSOAコンセプトを検証していくサービス
■ 有償  
■ サービス期間：3週間～ 4週間

SOAバリュー プルーフ

■ SOAバリューディスカバリーで特定 /優先順位付けした
取り組み領域に対して、より詳細なプロセスのカテゴラ
イズを行い、サービス化するプロセスの機能、優先順位付
けを行う実行計画策定のためのサービス

■ 有償  
■ サービス期間：3週間～ 4週間

サービス内容例

例えば、受注～請求プロセスを受注入力、バリ
デーション、出荷管理などのサブプロセスにカテゴ
ライズし、それぞれのサブプロセスの中でサービス
化すべき納期確認、与信チェックなどの機能を定
義し、その取り組みのロードマップを策定します
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ご回答頂いた情報に関して、お客様の識別が可能な状態
で第三者に開示または配布することはありません。

他のお客様から収集した情報と合わせて統計データを作成
し、企業名が分からないように集計加工した上で第三者に
開示または配布する可能性がございます。 

データの取り扱いについて お問い合わせ

SAPジャパン株式会社
ビジネスプロセスプラットフォーム本部
〒100-0004
東京都千代田区大手町1-7-2　東京サンケイビル

http://www.sap.com/japan/contactsap/
「SAPソリューション導入前のお問い合わせ、営業へのお問い合わせ」
からご連絡ください。弊社担当者からご説明させて頂きます。
題名：
「SAP SOAバリュー プログラム」と
ご記入ください。

SOAバリューディスカバリー SOAバリュー プルーフ

報告書サンプル
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アプリケーション基盤
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IT戦略・組織

< IT戦略・組織面 >
今後は、ITガバナンスの下、グループ全体視点でのIT企画・推進・業務部門を巻き込んだプロジェクトリードの推進などを行っていく発展型
IT部門としての人材・スキルのより一層の充実が求められると想定される

ITガバナンスの観点から、グループ全体でのIT管理(投資/コスト/資産)をより一層推進していく必要があると思われる

< アプリケーション基盤面 >
アプリケーション基盤面においては、”統合”・”標準化”といった視点での、改善の余地がある可能性がある

現在は、権限管理については各システム主管部門が行っているが、今後はセキュリティ強化の観点からも統合管理が望ましい

⇒ 戦略・組織の成熟度向上に併せ、バランスをとりつつ、 ITインフラの成熟度の向上を図り、段階的な成長が望ましいと考えられる。
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戦略立案

総合評価

戦略立案
IT中期計画の立案と定義項目、
CIOの設置

IT組織人材
IT「戦略・企画」「改革推進」「開
発・保守」のt体制の充実、各要
員の教育

ITコスト管理
IT投資/コストの管理範囲と評
価の仕組み

IT資産の管理範囲と再評価の
仕組み
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バージョン/
インスタンス
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開発環境

権限管理

拡張/
再利用

0.0

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ/ｲﾝｽﾀﾝｽ
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝの統一、ｲﾝｽﾀﾝｽ統合

ﾏｽﾀ
ｺｰﾄﾞの統合管理

開発環境
開発手法の標準化と管理
開発ﾌﾟﾛｾｽの管理

拡張/再利用
開発手法の標準化と管理
開発ﾌﾟﾛｾｽの管理

権限管理
※ 権限管理については、各基幹

システムの主管部署が行って
いるため、CIO室では詳細が不

明であり、今回は、診断対象外
とした

中長期的なIT基盤構築のための現状ITの課題把握
IT成熟度ベンチマーキング
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情報システム/業務領域毎のSOA対象領域検討
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【 業務領域の標準化レベル 】

個別

共通

統合

個別（固有） 集約化標準化

管理会計 （業績評価・予算編成）
直接材購買業務

アプリケーションと
して統合

アプリケーションと
して同様のものが
適用

アプリケーションと
して個々に独立、
別々のものが適
用

グループ企業間の業務として
固有、独立

グループ企業間の業務とし
て標準化

グループ企業間の業務として
集約・統合

資金管理

生産計画業務

環境負荷物質排出状況管理 財務会計（決算・税務）

間接材購買業務

受注業務
給与/勤怠管理業務

案件/商談管理業務

人事情報管理業務

生産進捗管理業務

の業務領域が情報システム/業務領域の標準化レベルを考慮すると、SOAに着手して効果を狙える領域だ

と考えられます
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受注～請求プロセスのSOA化検討

バリデーションチェック

SAPポータル上での受注～請求概要プロセス
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システム

Excel
コネクター
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SOAロードマップデザイン

受注～請求プロセス

2008 2009 20112010

短期 中期 長期

アプリケーション
アプリケーション
ランドスケープへの
ロードマップ

R/3 „P01“ 4.6c

R/3 „P02“ 4.6c
„P03“ mySAP ERP05

LOTUS DB

SIEBEL CRM
mySAP CRM 5.0

HYPERION

E
R

P
C

R
M

S
E

M

プラットフォーム
SAPNetweaver
へのロードマップ

SAP XI / BPM 3.0 SAP XI / BPM 4.0

SAP Portal 6.0 SAP Portal 7.0

SAP MDM 3.0PoC

PoC

PoC

SAP BW 3.5PoC SAP BW 7.0

SAP BW 7.0

業務プロセス
エンタープライズ
サービスへの
ロードマップ
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求
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ス

受注管理
受注入力

精算

バリデーションチェック
納期確認
海外取引確認

与信チェック

受注プロセス

請求
債権管理
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